
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

千里ニュータウンプラザ施設管理事業  文化スポーツ推進室

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　吹田市多文化共生推進指針にある「行政サービスの充実」の推進を図るため、外国籍市民が公

平な行政サービスを受けられるための事業として、行政通訳窓口同行事業を実施している。コミュ
ニケーション向上につながるものとして評価を得ているものの、事前予約制であることや、英語、
中国語、韓国語の３言語に限定されることは、ニーズに対応するうえでの検討すべき課題である。
また、多くの自治体で注目されている「やさしい日本語」を理解し、災害時だけでなく日ごろの業務
でも外国人にわかりやすく配慮した日本語を使い、伝えることの大切さを知ってもらうため、「『やさ
しい日本語』から知る多文化共生」をテーマとして外部講師による職員研修を実施した。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 多文化共生推進事業 文化スポーツ推進室
　海外友好都市や他外国からの訪問団を受入れ、ホームステイや学校での交
流を通して、吹田市の国際化及び市民レベルの国際交流活動の推進を図る。
また、吹田市の国際化進展を目指して、多文化共生の社会づくりを進める。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

10,241
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　都市間交流により各都市特有の自然・歴史・文化などに触れることを通した、互いの地域が

持つ魅力の発見、住民意識の向上は、新たな活力の創生を促すものとして重要である。また、
交流から生まれる信頼関係は一朝一夕で構築されるものではなく、継続する中で築き上げら
れるものである。持続可能な交流を続けていくためには、交流を人の移動といった既成概念に
とらわれることなく、インターネットを活用した情報交換、文化・芸術の作品等の交換交流、他
部局との連携など、さまざまな手法によりそれぞれのまちの特色に合わせ都市間交流を進め
ていく必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 国内都市交流事業 文化スポーツ推進室

　新潟県妙高市、福井県若狭町、滋賀県高島市、大阪府能勢町、高知県土佐町、兵庫県香美
町の６市町とフレンドシップ協定、及び災害時における相互応援協定を結んでいる。市内で失わ
れつつある自然とのふれあいを求めるとともに、地域の文化や歴史等の交歓を通じて体験学習
や生涯学習の機会の提供を図る。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

670
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

721 施策 文化の振興

都市交流事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1


